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子
ど
も
た
ち
と
古
事
記
の
ふ
れ
あ
い

第 4 回記紀・万葉歴史講座
　日時　12 月 15 日㈯午後 2 時～
　場所　町民ホール（町役場西側）
　演題　「古事記は未完の書か？」
　講師　塚口義信さん
　　　　（堺女子短期大学名誉学長・名誉教授）
　定員　150 人（先着順／申込不要）
　参加費　200 円（観光協会会員は半額）
　問　町観光協会☎ 33-4560　

古事記 1300 年紀催し案内（12 月）

▲南小学校の授業風景

津
彦
兄
弟
に
よ
る
吉
備
平
定
の
物
語
が
ル
ー

ツ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
を
描

き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
古
事
記
の
世
界
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
各
小
学
校
で
は
郷
土
の
歴

史
を
学
ぶ
授
業
が
あ
り
、
古
事
記
と
太
安
万

侶
を
学
ん
で
い
ま
す
。
町
教
育
委
員
会
が
ま

と
め
た
郷
土
資
料
「
わ
た
し
た
ち
の
田
原
本

町
」
に
は
、
太
安
万
侶
を
は
じ
め
田
原
本

の
歴
史
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
南
小
学
校
の
正
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に

は
、
明
治
1
0
0
年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ

た
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
に
は

「
郷
土
の
人　

太
安
萬
侶
を
し
の
ぶ　

学
び

の
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
南
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
、
太
安
万
侶
を
し
の

ぶ
石
碑
と
顔
を
合
わ
せ
て
親
し
ん
で
い
ま
す
。

校
区
に
は
太
安
万
侶
を
祭
る
多
神
社
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
子
ど
も
た
ち
は
古

事
記
と
太
安
万
侶
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
観
光
協
会
事
務
局

　

古
事
記
の
ふ
る
さ
と
、
そ
し
て
太
安
万
侶

ゆ
か
り
の
田
原
本
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
古
事
記
の
世
界
に
自
然
に
ふ
れ
親
し
ん

で
い
ま
す
。
夏
に
は
、
町
内
の
各
幼
稚
園
、

保
育
園
の
年
長
組
の
園
児
た
ち
に
よ
る
「
も

も
た
ろ
う
の
絵
画
展
」
が
図
書
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
作
品
は
田
原
本
駅

西
口
の
壁
面
に
展
示
し
て
い
ま
す
。　

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
「
桃
太
郎
の
鬼
退
治
」

の
話
は
、
黒
田
に
都
が
置
か
れ
た
と
古
事
記

に
記
さ
れ
て
い
る
孝
霊
天
皇
の
皇
子
、
吉
備

今月の表紙

このおにぎり、めっちゃおいしい！
　11 月 1 日に平野幼稚園で行わ
れたおにぎりパーティー。園児た
ちは、自分たちで育てたお米を使
って、おにぎりを作りました。食
品用ラップのうえに先生が、炊き
たてのご飯を置き、園児たちは、
器用に三角形のおにぎりを作って
いきます。出来上がるとノリを巻
いて、おにぎりをパクリ。自分た
ちで作ったお米の味は格別です。

■ 50 周年記念式典の取材で、母校である東小学校を訪れ
ました。十数年ぶりに足を踏み入れると、在学していたこ
ろとはすっかり変わってしまったところが多く、時間の流
れを感じました。6 年間を過ごし、多くの思い出が詰まっ
ている母校の 50 周年の祝いの時に、取材という形であっ
たとしても、立ち会えたことを嬉しく思いました。　　昂

■今月号は、地域での支え合いを特集しました。支え合い
が進まない理由の一つに、日本人特有の文化が挙げられ
ます。5 ページのミニテスト「あなたのお付き合いの流儀
は？」を、ぜひやってみてください。支え合いの活動に取
り組まれている自治会や団体は、たくさんあります。支え
合いが進むように、少し考え方を変えてみませんか。　永

編集後記
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